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暴
力
追
放
都
市
宜
芦
闊
を
決
議
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ー
藤
代
町
職
員
定
数
条
例
案
な
ど
二
七
案
件
を
可
決

I
I

平
成
三
年
第
四
回
定
例
会
が
去
る
―
二
月
―
二

B

招
集
さ
れ
、
二
0
日
ま
で
の
九
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
短
柊

B

、
頂
艮
提
出
に
よ
る
経
力
追
放
都
市
宣
言
に
関
す
る
決
様
が
提
出
さ
れ
、
全
良
賛
成

を
も
っ
て
可
決
し
ま
し
た
。
·

こ
れ
に
よ
り
｀
藤
代
町
か
ら
烈
力
が
一
掃
さ
れ
、
明
る
＜
住
み
よ
い
登
か
な
ま
ち
が
築
い
て
い
け
る
も

の
と
確
信
す
る
も
の
で
す
。

.) 

｀
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今
議
会
に
平
成
―
二
年
度
話
代
る
も
の
で
す
。
一

町
一
般
会
計
補
i
E
予
算
と
四
つ
今
団
の
桶
正
の
内
容
は
、
人

の
特
別
会
計
補
i
E
予
算
が
提
出
l
j
i
院
勧
告
に
よ
る
給
与
芍
の
改

さ
れ
ま
し
た
。
定
、
藉
代
南
中
学
校
の
プ
レ
ハ

一
般
会
計
補
i
E
予
算
は
、
寂
プ
教
窟
o
J
リ
ー
ス
、
在
宅
ケ
ア

入
紋
出
の
予
算
総
碓
に
そ
れ
ぞ
シ
ス
テ
ム
出
業
の
母
入
、
久
役

れ
、
九
、
二
九
六
万
一
、
0
0
0
保
百
所
の
展
根
補
修
工
事
等
が
一

円
を
追
加
し
、
総
額
八
五
億
王
な
も
の
で
、
各
補
i
E
予
算
~
と
も
・

ー
五
五
万
六
、
O
0
0
円
と
す
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
し
一

水
と
緑
と
祭
の
広
場
工
事
着
手
•
一

平
成
三
竺
二
月
一
七
日
に
•
も
の
で
す
。
i

行
わ
れ
た
水
と
緑
と
祭
の
広
場
．
通
常
は
、
叩
水
と
カ
ス
ケ
ー
一

畠
缶
史
そ
の
一
）
憩
負
契
約
ド
か
ら
放
れ
出
す
水
で
祁
出
す
一

の
入
札
の
結
果
、
窃
士
開
発
L

る
公
園
で
、
反
は
子
供
述
の
必

業
四
水
戸
営
業
所
が
七
、
0
四
．
ひ
場
（
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
）
と
一

五
万
二
‘
0
0
0
円
で
、
ま
た
、
も
な
り
ま
す

C

水
と
紺
と
祭
の
広
場
エ
i
J
i
（
そ
さ
ら
に
は
、
ス
イ
ッ
チ
ニ
ノ
一

の
二
）
硝
負
契
約
の
入
札
は
｀
で
池
の
水
を
抜
き
収
り
、
コ
ン
—

戸
田
建
設
却
関
東
支
店
が
一
云
氾
サ
ー
ト
芍
も
で
さ
る
な
ど
、
イ
i

て
七
二
四
万
円
で
沼
札
し
こ
ペ
ン
ト
止
場
と
し
て
の
戟
能

‘
0
-

れ
を
可
決
し
ま
し
た
。
持
っ
て
い
ま
す
ぐ

9
-

こ
の
水
と
緑
と
祭
の
広
場
は
な
お
、

T

期
は
い
ず
れ
も
平
一

役
場
斤
舎
前
に
建
設
を
す
る
も
成
I
i
年
．
二
月
五
日
ま
で
て
す
。
i

の
で
．
三
つ
の

I
l
l
迩
か
ら
な
る

固
定
資
産
評
価
審
在
委
貝
―

沼
崎
亨
氏
に
同
意
―

平
成
i
扉
―
二
J
J
一
九
日
を
の
逍
仕
に
関
す
る
問
慈
を
求
め
一

も
っ
て
、
任
期
函
了
と
な
る
固

7
3
件
に
つ
い
て
は
、
沼
租
氏
一

贋
靡
馨
む
委
員
会
委
員
の
骨
に
同
窓
し
ま
し
た
。
一

c
n
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第
三
回
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時
会
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A
A恥に
第
三
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，
．
施
工

Tる
も
の
て
衷
一

旦
塁
盆
集
ね
ぶ
付
譲
『
＇
箔
案
第
五
六
号
ね

1
i
一
町
単
公
一

賽
互
嘉
塁
唸
苫
い
区
南
第
ー
ニ
号
‘
（
仮
設
住
宅
達
一

面
堕
ま
じ
．
だ
。
一
＿
‘
汽
怒
．
紅
．
”
築
工
軍
）
仝
写
精
負
契
約
．
の
締
，
一

如
吋
顕
案
第
五
吾
芯
―
=
、
国
掃
都
奇
、
結
に
つ
い
て
は
守
閥
丸
玲
が
六
（

さ
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石井章議員の辞職勧告決議
平成 3 年 8 月 4 日執行の藤代町議遠における架空

転入、替え玉による不iEI如稟事件に関して、沃城県

薔、取手醤察署の合同捜逍により、電磁的公正証複

原本不実記録、岡供Ill と公選法途反の疑いで石井敢

議員の後援会幹部、暴力団員など合わせて 6 名の逮

捕者を出すに至り、 1斐l!fはその後も続刷1である。
・今回の事件が、暴力団による紐餓的犯行であった

ことに対して、町民の怒りが全町に広がり、石井議
貝に対する質任追及の声がF.J増しに厳しくなってき
ている。

石井議貝は、関係者からこれだけの逮捕者を出し、

藤代町の名誉を傷つりた賀任は須大であり、とりわ

け、暴力団の関わりの中でこのような祁件を起こし
たことは許しがたいことである。 • 

よって、石井迂議員はただちに議会議員を辞職す
るよう勧告する。

以上、決議する。

平成 3 年12月 20日

より

，．J函•9/9•、·ゃ・ s••• •• : ：・心深竺‘乃ゞ•`: ·, . .,．．．玲•笠‘況認恕洒名悠

暴力追放都市宣言に関する決議
暴力団に対する取締強化の怯改iF.があったが、こ
のような背景を受けて、暴力団絹織は政治結社や土

木建設業等に姿を変えて活勁しようとする勁きも出
ている。 ・

今般-•，．藤代町謡退にからむ架空転入、不正投票に
暴力団が組織的に介入した項件は、暴力団の新たな

; 
動きとして軽視することはできない。

明る＜住み良いまちづくり IC努力しているIIIJ民に

とって激しい怒りを覚えずにはいられない。今こそ

町民こぞって、民主主義体制を根底からくつがえす

行為を追放しないかぎり、明る＜住み良いまちづく

りはできない。
私たちは総力を桔巣し、暴力追放の体制を確立し、

暴力のない明る＜住み良い豊かなまちづくり 1こ遇進

することを宣言するものである．

以上、決議する。
平成3 年12月20 日

ふ じ し ろ 議 会 だ (6i 

北相馬郡藤代町議会
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北相馬那藤代町議会

や傘••令如心’澤·:p，19・丸 ‘zヽ·.、,. •そゃ•し9↓'、古喝池
·’•:·...、、「看護揮確保法」制疋
についての意見書

看護婦不足の問題は｀荻城県においても深刻な事
態となっております。

県をはじめ、自治体としても看毅学校の増設や、

酒護婦の子供の保宵対策、また在宅呑頷婦の職場復

帰促進の努ブ）など積極的な施策を実行してきており
ますが、看護婦費成数にはほ匹敵する君設婦が、櫛

の徴を引くよう 1こ職場を去る状態に終』I:符を打つこ

とが、緊急の課題となっています。

看蔑婦の離職防止対策は、国が中心となっての抜
本的な施策が必要になっていると考えます。

次の事項を内容とする「瑶設婦確保法」案を、 1! 月招集される通常国会に提出し、成立をはかるよう、
地方自治怯第99条第 2 項の規定に基づき意見書を提

出します。．

Ill 看頷婦が働き続けられる賃金•労働条件（夜

勤は月 6 日以内・週休 2 日制の実施など）の改

善をもりこむこと。

12) 診療報酬を物価•賃金の上昇1こみあって毎年

改訂すること、また民間医祖機関への国の財政
、こむこと。

12月 208

頃馬郡藤代町議会
里大臣、犀生大臣
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名 内 容， 議決の結果専件の番号 件 名 ．内 容 ↓議決の結果

同意案 1 藤代町固定資産評価審年員 12月 19B をもって任朋満了となる固 平成 3 年度藤代111J藤代駅南口歳入歳UI予算総額ICI.898 千Plを 1
の選任に関する同窓を求める定資程評価帝査委員会委貝ICついて同 意議案第6呼土地区画整理事業特別会計補追加し、予算総額を 669.465 千円原案可決

第 6 号ことについて 沼崎亨氏の選任に同意を求める bの . 正予算（第 2号）について とするもの

議案第57号:i悶翌悶竺ご―-をi日召戸口翌芸醤i原案可決皐案第1吟；芭仔『悶宰界各！仔9悶ご謡福叫←●｀
水と緑と祭の広場整備ユ渾 契約金 70,452,000 円 1 

品案第58り l Jl1弁釦91CIJllする条例の一部 I 亡唸ばば芯芯ぶ．勺：芹“、 1 脱案可決 I 蟻案第71号 l （その 1) 誼負契約の締給に契約相手方富士開発T蕊株式会社水原かJ決ついて 戸誼項平成5年3月25日まで 1
—‘:'.`—·_· •一·-..i 

水と緑と祭の広場整儲エ頂 契約金 317,24,0.000 円 I 

議案刃下9号戸霜字唸l霊窃“磁；年ぶ認cJ 8;lかI 決滋案第72号（その 2) 諸負契約の締結IC.雲炉猛霜塁靡器界 1 閏iかJ決
ー＿＿籐代町固印；函四呵｀戸；、一― ：；；公第 1 号、 3 ll1J単公固石□―□o了Cii---l---
匹lll60号 例の一部を改正する条例IC つ未•手当、扶苓手当等の支給額をそれ！原案可決蟻案第73号第 2号合併新設工事請内契約契約1fl手）i巣亜紐設J．某株式会U ．頒案 991 決

三喜皇三彎言こローニ言二言言二：二：：ー冒三三翌霜忠芯□笞Jl往択
謡：三戸月：戸三戸尋！•ここ戸
議案四丹竺百元葦：］舌言己詞］い原案；；1決／）；芯ヤ『一··~・99UヽL•-1 皿畔1こよるも0J I 紺しかj決

択


